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○ 後藤良平 (D3) pbGe3011の転移点で誘電率のPeakにdipが生じる事を見出し,
それが表面層によるものである事をっきとめた｡(彼は今職を探しています｡各種電
気的測定の腕は一流です｡どこか良い所があったら紹介して下さい0)
｡ 田中均洋 (D3) BaTi03の各原子の電子密度を転移点近くで精密測定し,相転
移によって電子雲がどの程度ひずむかを追求しようとしている｡X線Debye-Waler温
度因子を測定しているが補正が多く困難な実験の様である｡
○ 小野寺彰 (DC2) Incommensurateな相転移をするのではないかと注目を集めて
いる (NH｡)2 BeF｡のX線構造解析及び散慢散乱の実験を行った｡現在もK2(船 ｡)2
等一連の硫安系についてX線的実験を行っている｡
○ 藤下豪司 (Dl) srTi03はソフトモードがR点で凍結し,構造相転移をする事
が知られているが,藤村は低温相の長週期構造を初めてX線的に確認 した.現在は
fbZr03の中性子線構造解析を行っている｡
○ 山田光俊 (Ml) TGSeのX線構造解析
○ 平和俊 (Ml) 複素弾性率を迅速に測定する技術を開発中である｡
極低温研究室
スタッフ 助教授 渡辺昂,講師 都福仁,助手 鈴木広良 の計3名｡
大学院 D-3 清水悟,沼沢陽一郎,小山正孝,高由義,D-2 君島義英,廃山
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純平,D-1 近沢進,M-2 和田淳一,M-1 佐藤和夫,佐々木仁 の計 10名｡
研究テーマ
1.低次元磁気格子系






ESR測定 (都福仁 ･近沢進 )
現在,3Hecryostatを使用するESRcavityを製作 :実験中
o co(NH3)2･Ni(CN)4･2C6日6の CM,X(鈴木広良 )
o hh(NH3)2･Ni(CN)4･2C12HIOの帯磁率,比熱 (清水悟 )
C6ⅠもBenzeneがC12Hl｡biphenylに置換 している為に面間隔が約 3倍に開き 2次
元性がよくなったものと考えられている｡
Il)CaCu(CH3C0 )4･6H20の磁性と相転移 (沼沢陽一郎 )
20mK迄の断熱消磁による単結晶帯磁率の測定により,㌔ が-30mKにあること
を見出し,現在 x(H),CMの測定中





i) V doped-Ti203のSPin-glass転移 x,CM(都福仁 ･清水悟 ･君島義英 )
'Li) pd-Mn-Fe系の ′′ ′′ ･ (都福仁 ･君島義英 )
iI'i) cu-Mn系の 〝 〝 (都福仁 ･佐藤和夫 )
3.液体 4Heの超流動転移









































いる｡ [四方 (研究員 )]
又転移の際の対称性や圧縮率などの変化を追求するため低温 ･高圧下においてのX線回
































































A(構成 ) 昭和52年 4月現在.
小田島居 (教授 ),上野時宏 (助手 ),山根茂 (助手 ),高瀬義彦 (DC修了,非常
勤講師 ),■小関秀夫 (D2),沼川幹夫 (Dl),高橋伸幸 (M2),矢川不二雄 (M





(2) 圧電性半導体,水銀カル コゲナイ ト合金の超音波吸収,又はフォノン増巾.





















































講座のスタッフは,佐藤進一 (教授 ),丸川健三郎 (助教授 ),高間俊彦 (助手 ),

















































































である.研究室の構成は,佐久間哲郎 (教授 ),中山恒義 (講師 ),田村信一朗(助手)










































































































構成メンバーは,阿部寛 (教授 ),山谷和彦 (講師 ),今井和明 (助手 ),大学院生






































構成員は達崎教授以下,徳永 (理論 ),笠原 (NMR),八木 (光散乱 ),加土 (技



























































★金属表面からの脱離ガスの角度分布の計算 (戸谷 :教授,大野 :助手 )














た金属微粒子 (Pt,W Cu,Cu-Ni合金 )を使って,吸着水素のNMRの観測に成功
したのは他に例がなく,共鳴吸収線幅の温度依存性から吸着水素の表面拡散の為の活性
化エネルギー,共鳴位置のずれ (ナイトシフト)から吸着に関与している電子に関する
情報が得られている(伊藤太郎 :研究生,柴沼 :MC 1,門脇 :技官 )
取り扱っているテーマは以上の他にもあり多岐にわたっているので,まとまったゼミ
ナールは持てないが,吸着ゼミ,理論ゼミ,等が他グループとも合流しながら開かれて
いる｡
なお聞くところによると,当グループには奇人がおり,自ら犠牲的精神を発揮して,
アルコールの人体に及ぼす影響を調べたり,学問的に "芽"が出ないので,草花 (野菜
も含む)に異常な興味を示し,大学構内に栽培しているとかや｡
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最後に,編集部より依頼を受けて以来,今回の教室紹介をまとめるに当り,理学部堀
淳一,工学部佐久間哲郎,同北村正直の各氏の御協力を受けたことを記して,御礼にか
えさせていただきます｡北大の物性論グループの現在の姿が浮び上っているならばme-
ssengerboyとしての世話人の役割の大半は果したといえるのではないでしょうか ?
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